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新
年 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
希
望
を
も
っ
て
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 三

学
期
の
始
業
式
。
今
ま
で
と
は
、
違
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
児
童
の
並
び
方
で
す
。
六
年
生
が
提
案

し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
よ
り
さ
ら
に
し
っ
か
り
と
話

が
聴
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
上
の
学
年
の
手
本
の
姿
を

見
て
も
う
ら
え
る
よ
う
に
と
、
学
年
順
に
座
る
の
で
は
な

く
、
一
年
生
の
横
に
六
年
生
、
二
年
生
の
横
に
は
五
年
生
、

三
年
生
の
横
に
は
四
年
生
と
い
う
並
び
方
に
し
た
い
と
い

う
提
案
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
考
え
、
よ

り
よ
く
す
る
た
め
に
変
え
て
い
く
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。
こ
の
提
案
の
お
か
げ
で
、
今
ま
で
以
上
に
、
よ
い
意
味

の
緊
張
感
の
あ
る
式
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
始
業
式
に
は
、
「
目
標
を
も
つ
こ
と
」「
自
分
の
決

め
た
目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
」「
目
標

に
向
か
っ
て
や
り
続
け
る
こ
と
」
を
お
話
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
の

子
も
、
新
し
い
年
に
な
り
、
新
た
な
気
持
ち
で
臨
ん
で
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
三
学
期
は
、
一
年
間
の
総
ま
と
め
の
学
期
で
も
あ

り
、
次
の
学
年
の
準
備
の
学
期
で
も
あ
り
ま
す
。
今
の
学

年
で
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
力
を
し
っ
か
り
と
付
け

て
、
次
の
学
年
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

三
学
期
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

書初めの会 子どもたちの新たな心を感じます 

どの学年も、ぴんと張り詰める

空気の中、紙に向き合っていま

した。昔から大事にされている

書初めの会。真剣に集中して向

き合う時間は、新年にふさわし

い時間です。出来上がった作品

に、それが表れていました。 



 

 

 

１月の目標 

生活目標：自分の成長を見つめよう 
保健目標：かぜを予防しよう 
給食目標：感謝して食べよう 
 

 １月の主な行事予定 

１１日（火） 始業式 書初めの会 

      給食開始 

１２日（水） 朝の交通安全指導（職員）～１７日 

       【P】役員会 

１３日（木） 身体２計測 ～１７日 

１７日（月） 委員会活動 

１８日（火） 代表議会                 

２０日（木） 学納金振替日 

２１日（金） ６限なし（校内研修会） 

          

                   

 

 

 

◇毎週月曜日：清潔検査 

◇第４金曜日：ズック・雑巾・持ち帰り 

◇毎週木曜日：タブレット持ち帰り 

＜今日のことのは＞   「人は愛するために生きている」～瀬戸内寂聴さんの言葉～ 
 
 瀬戸内寂聴さんの名前は、一度はお聞きになったことがあるのではないでしょうか。この方は、小
説家でもあり、尼僧でもあった方です。昨年亡くなられたのですが、それまでは多くの方が、寂聴さ
んの説法を聴きにいかれたそうです。きっと、生きた言葉を話されていたのでしょう。寂聴さんは、
たくさんの名言を残されています。その中の「人間は、誰かを愛するために生きている」という言葉
は、最後までみなさんへのメッセージとして語られていたそうです。 
 この言葉を聴いたとき、「なるほど、その通りだ」と思いました。愛する対象として浮かんだのは、
子どもたちのことで「愛する」というよりも、「愛おしい」の方があっているのかもしれません。私た
ちにとって、どの子もかけがえのない、大切な存在です。この大切な存在であることを言葉で子ども
たちに伝えることも必要なのだろうと感じています。そして、「人を愛すること」は尊いことであるこ
とも伝えていきたいものです。 

２４日（月） クラブ活動 ３年社会見学 

２６日（水） 新入児保護者説明会 

２７日（木） なわとび大会 

２８日（金） ５年大杉冬の体験活動（みどりの里） 

３１日（月） はかせテスト 

子どもたちの活動の様子（１２月編） 

２学期最後の国府検定！ど
の教室も気合い十分。力を発
揮していました。 

広島交響楽団の演奏を聴き、
本物にふれることの大切さを実
感しました。 

ブラスの素晴らしい演奏に
聞き入りました。音楽の力を
感じました。 

みんなで人権について考える
良い機会になりました。みんな
真剣な表情でした。 

たて割り遊びをしました。高
学年が企画してくれました。
笑顔が広がる、とてもハッピ
ーな時間になりました。上の
学年の素敵な姿もたくさん
見えました。 

【はかせテスト】 

月に１回、はかせタイム（朝タイム）に行ってい
る計算練習の成果を確認するためにテストを実施
しています。 

人権集会 

ハッピーフェスティバル 

広島交響楽団 鑑賞会 

ラストコンサート 

国府検定 漢字 


